
1） 健康・防災講座
 日　　時　平成24年9月6日㈭ 午後1時～
 集合場所　四日市工業高校（伊藤伝七翁記念館）
 募集人員　30名
2） シグマー技研㈱工場見学
 日　　時　平成24年10月17日㈬ 午後1時20分～
 集合場所　員弁郡東員町瀬古泉1611
 募集人員　30名
3） トヨタ車体㈱いなべ工場見学
 日　　時　平成24年11月22日㈭ 午後1時20分～
 集合場所　いなべ市員弁町市之原10番地
 募集人員　30名

健康・防災講座並びに公共施設の見学会健康・防災講座並びに公共施設の見学会
申込先及び締め切り日
〒510-0886　四日市市日永東3-4-63
三重県立四日市工業高等学校
　鵜ノ森同窓会　機械部会教育担当
電話059-346-2331 FAX059-345-2717

…

　

鵜
ノ
森
同
窓
会
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

平
素
よ
り
本
校
教
育
への
ご

理
解・ご
支
援
を
賜
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
校
の
目
指
す
学

校
像
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
御
覧
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。教

育
活
動
の
基
本
は
、全
日

制
・
定
時
制
と
も
に
校
訓

「
技
術
と
精
神（
こ
こ
ろ
）」

と
し
、同
窓
会
の
会
員
の
皆

様
が
築
い
て
き
た
伝
統
を

継
承
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、時
代
や
社
会
の
要

請
に
応
え
、平
成
三
十
年

四
月
、本
校
に
工
業
に
関
す

る
専
攻
科
を
開
設
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の

設
置
目
的
は
、

・
高
校
生
の
進
路
選
択
の

幅
を
拡
大
し
、生
徒
の
自

己
実
現
を
図
る
環
境
を

整
備
す
る
。

・
本
県
を
支
え
る
実
践
的

な
知
識
や
技
術・技
能
を

身
に
付
け
た
人
材
の
育

成
を
行
う
。

・
県
内
の
人
材
需
要
に
応

え
た
職
業
人
の
輩
出
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
を

行
う
。

で
あ
り
、現
在
の
と
こ
ろ
、

学
科
の
生
徒
数
は
各
学
年

に
機
械
コ
ー
ス
十
名
、電
気

コ
ー
ス
十
名
で
、二
学
年
あ

り
、計
四
十
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

専
攻
科
の
設
置
も
含
め
、

さ
ら
な
る
歴
史
を
構
築
し

て
い
く
た
め
、教
職
員
が
目

指
す
学
校
像
に
向
け
た
意

識
の
ベ
ク
ト
ル
を
一に
し
て
、

学
校
運
営
に
従
事
す
る
所

存
で
す
。

　

鵜
ノ
森
同
窓
会
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、引

き
続
き
、変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
康

と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

私
が
母
校
と
共
に
歩
ん

だ
七
十
年
余
の
体
験
記
憶

は
こ
の
小
さ
な
頭
で
は
整

理
し
き
れ
な
い
量
が
蓄
積

し
て
い
ま
す
。生
徒・教
師・

同
窓
会・将
又
、三
重
県
産

業
教
育
振
興
会
事
務
局
・

学
校
復
興
再
建
諸
事
業
・

浜
田
地
区
の
地
権
者
折

衝
・
時
代
背
景
に
あ
る
戦

中
戦
後
の
校
舎
炎
上
消
失

か
ら
灰
か
き
・
東
南
海
沖

地
震
・
伊
勢
湾
台
風
等
の

災
害
時
の
生
徒
家
庭
の
調

査・軍
払
い
下
げ
機
械
の
選

別
と
夜
中
の
運
搬
・
据
付

け
等
が
一
つ
一
つ
昨
日
の

様
に
鮮
明
に
甦
り
万
感
の

想
い
と
共
に
展
開
し
ま

す
。

　

戦
災
に
よ
る
母
校
復
興

に
つ
い
て
は
今
迄
に
鵜
ノ
森

新
聞
の
回
顧
で
十
年
間
掲

載
し
た
の
で
割
愛
し
ま
す
。

　

何
と
言
っ
て
も
母
校
創

立
の
特
色
は
勤
労
青
年
が

働
き
に
出
て
学
ぶ
事
の
大

切
さ
を
知
り
自
ら
が
宿
直

の
先
生
を
頼
っ
た
事
が
始

ま
り
で
生
徒
が
行
政
を
動

か
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

夜
学
会・補
習
学
校・専

修
学
校
を
得
て
も
無
資

格
の
為
、生
徒
は
各
種
資

格
試
験
に
挑
戦
し
て
多

く
の
者
が
合
格
す
る
迄
に

な
っ
た
。こ
の
現
実
に
感
動

さ
れ
た
商
工
会
議
所
会
頭

の
伊
藤
伝
七
翁
が
浄
財
で

浜
田
の
土
地
に
独
立
校
舎

を
建
設
く

だ
さ
い
ま

し
た
。

　

以
上
の

様
な
素
晴

ら
し
い
創

立
の
経
緯

を
も
つ
母

校
で
あ
り

ま
す
。

　

日
永
に
移
転
の
校
門
は

浜
田
校
舎
か
ら
移
し
ま
し

た
。

　

こ
の
門
を
入
る
と
正
面

に
翁
の
顕
彰
碑
が
目
に
と

ま
り
ま
す
。先
輩
達
が
翁

の
ご
厚
意
を
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
た
か
が
理
解
出

来
ま
す
。人
と
人
、時
と
説

き
の
繋
が
り
は
、鵜
ノ
森
同

窓
会
が
継
承
し
て
き
た
大

切
な
精
神
で
あ
り
ま
す
。

　

鵜
ノ
森
同
窓
会
は
、旧
同

窓
会
名
称「
交
友
会
」の
名

前
で一
九
二
七
年
に
発
足
し

た
の
に
端
を
発
し
て
い
ま

す
。

　

以
来
、二
〇
一
七
年
に
は
、

鵜
ノ
森
同
窓
会
創
立
九
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

記
念
総
会
ま
で
は
残
す

と
こ
ろ
、準
備
期
間
と
し
て

正
味
一
年
弱
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

従
っ
て
、本
年
度
の
重
点

施
策
と
し
て
は
、鵜
ノ
森
同

窓
会
創
立
九
十
周
年
の
記

念
事
業
の
準
備
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
の
具
体
的
実

施
項
目
は
、別
掲
載
で
詳

し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、主
な
実
施
項
目
を
列

挙
い
た
し
ま
す
と

一、記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
発
行

一、同
窓
会
員
名
簿
の
改
訂

一
、同
窓
会
記
念
式
典（
総

会
）の
開
催

一
、記
念
講
演
会
の
実
施
等

の
記
念
事
業
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
記
念
事
業
の

推
進
の
た
め
に
、同
窓
会
員

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

働
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原 

稿 

募 
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写
真
・
絵
画
・
文
芸
作

品
・
随
筆
・
手
紙
等

　

何
で
も
歓
迎
！

　

ど
し
ど
し
本
部
ま
で

　

お
送
り
下
さ
い
。
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平
成
二
八
年
度
本
部
役
員

一
、奨
学
生
の
選
出
と
助
成（
全
・
定　

若
干
名
）

二
、工
業
技
術
も
の
づ
く
り
支
援
制
度
作
品
選
出

三
、機
関
新
聞「
鵜
ノ
森
」の
発
行（
七
，〇
〇
〇
部
）

四
、四
工
祭（
文
化
祭
）協
賛（
Ｏ
Ｂ
作
品
出
展
）

五
、新
会
員
の
入
会
式

六
、優
良
卒
業
生
の
表
彰

七
、矢
野
奨
励
賞
の
表
彰

八
、ク
ラ
ス
会
支
援
制
度
展
開

九
、記
念
館
の
整
備
・
充
実

十
、支
部
結
成
の
促
進

十
一
、九
十
周
年
記
念
行
事
計
画
の
推
進

十
二
、会
議（
常
任
理
事
会
・
理
事
会
・
事
業
推
進
等
）

五
月
下
旬

七
月
上
旬

七
月
中
旬

十
月
二
八
日

九
月
・
二
月
下
旬

二
月
下
旬

九
月
・
二
月
下
旬

通
年

随
時

随
時

通
年

年
間
約
二
十
回

平
成
二
八
年
度
事
業
計
画

http://www.yokkaichi-th.ed.jp/unomori/

「鵜ノ森同窓会」で検索して頂けれ
ば結構です！
是非一度閲覧ください。
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日
時

場
所

会
費

◆ 

九
十
周
年
記
念
総
会
ご
案
内 

◆

校　

長
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本
年
度
の
重
点
施
策

西　

村　

充　

宏

専
攻
科
の
開
設
に
向
け
て

「
温
故
知
新
」で
常
に
向
上

名
誉
会
長

川　
﨑　
國　
男

回 

顧　

そ
の
九

竹　

内　
　

均



　

平
成
二
七
年
度
も
生
徒

会
主
催
の
四
工
祭
に
協
賛

し「
鵜
ノ
森
同
窓
会
文
化

祭
展
示
」事
業
を
十
一
月
十

三
日（
金
）に
同
窓
会
員
二

一
名
四
七
作
品
、企
業
支
部

十
社
よ
り
出
展
頂
き
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

展
示
品
は
同
窓
会
員
が

趣
味
で
作
ら
れ
た
作
品
で

ど
れ
も
芸
術
性
に
溢
れ
た

力
作
ば
か
り
で
す
。展
示

会
場
に
足
を
運
ば
れ
た
母

校
生
徒
や
保
護
者
、教
職

員
か
ら
称
賛
の
声
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。又
、企
業
支

部
か
ら
は
会
社
案
内
パン
フ

レ
ッ
ト
や
製
品
サ
ン
プ
ル
提

供
を
頂
き
保
護
者
、生
徒

の
関
心
を
集
め
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
昨
年
の

紙
面
で
も
お
伝
え
し
ま
し

た
が
出
展
者
の
高
齢
化
に

直
面
し
て
お
り
出
展
者
が

減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。現
役
の
方
、定
年
後
の

趣
味
と
し
て
作
品
作
り
に

励
ま
れ
て
い
る
方
、一
度
作

品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
今
年
度
も
十
一
月
開

催
で
す
。興
味
あ
る
方
は

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確
認

下
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が

出
展
頂
き
ま
し
た
会
員
の

皆
様
は
じ
め
カ
タ
ロ
グ
等
と

提
供
し
て
頂
い
た
各
支
部

の
ご
厚
志
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
本
年
度
も

ご
出
展
頂
き
ま
す
様
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
平
成
二
九
年
に

同
窓
会
設
立
九
〇
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、同
窓
会
と
し
て
記

念
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
と
な
り
、本
年
度
の
定

期
総
会
で
承
認
を
受
け

た
の
で
、主
な
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。　

㈠
来
年
の
定
期
総
会
を

設
立
九
〇
周
年
記
念
式

典
と
し
て
開
催

　

出
席
者
が
通
常
総
会

の
二
倍
以
上
で
、記
念
に

ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
式
典

に
な
る
様
に
企
画
を
練
っ

て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。今
ま
で
総
会
に
参
加

さ
れ
て
な
い
方
も
、是
非

と
も
出
席
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

㈡
同
窓
会
設
立
九
〇
周

年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成

　

母
校
が
誕
生
し
た
背

景
や
、幾
多
の
苦
難
や
出

来
事・変
遷
を
経
て
今
日

を
迎
え
て
い
る
の
か
、そ
の

中
で
同
窓
会
が
果
た
し

て
き
た
役
割
も
含
め
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
作
成
を
進
め
て
い

ま
す
。会
員
の
皆
様
に
安

価
で
提
供
で
き
る
よ
う
な

配
慮
も
し
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

㈢
同
窓
会
会
員
名
簿
の
改

訂
　

前
回
の
改
訂
以
来
、十

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
十
一
月
に
調

査
依
頼
や
購
入
希
望
打

診
を
お
届
け
し
ま
す
。よ

き
名
簿
づ
く
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

㈣
母
校
の
歴
史
講
座
開
設

　

同
窓
会
が
講
師
と
な

り
、後
輩
学
生
諸
君
や
教

職
員
の
皆
様
を
対
象
に

「
母
校
の
歴
史
講
座
」を

来
年
以
降
継
続
的
に
開

催
し
た
い
と
準
備
し
て
い

ま
す
。

㈤
同
窓
会
室
の
設
備
充
実

　

二
〇
名
程
度
の
会
を
同

窓
会
室
内
で
開
催
で
き
る

よ
う
に
改
善
し
ま
し
た
。

ま
た
、会
議
の
効
率
化
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
の
た

め
パ
ソ
コ
ン
関
係
機
器
も
一

新
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
詳
細
等
は
別
表

に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で

参
照
く
だ
さ
い
。

　

　

科
学
部
は
、平
成
二
七

年
十
一月
三
日
に
日
本
化
学

会
主
催
の
東
海
地
区
高
等

学
校
化
学
研
究
発
表
交
流

会
に
県
代
表
と
し
て
出
場

し
、研
究
発
表
を
行
い
ま
し

た
。強
豪
校
が
ひ
し
め
く

中
、「
勝
て
る
の
か
？
」と
い

う
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、部
員
の
一
人
ひ
と
り
が

本
当
に
よ
く
頑
張
り
、念

願
で
あ
っ
た
優
秀
賞（
一
位

相
当
）を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。部
員
一
同
、

今
後
も
研
究
活
動
を
継
続・

発
展
さ
せ
、さ
ら
な
る
飛
躍

を
目
指
し
た
い
、と
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

化
学
分
析
部
門
は
、試
料

水
中
の
Ca
及
び
Mg
を
定
量

し
ま
す
。団
体
の
部
と
し

て
、Ａ
チ
ー
ム（
三

年
伊
藤
唯
香
、

大
西
流
音
、藤
田

未
美
）と
Ｂ
チ
ー

ム（
二
年
谷
口
博

哉
、渡
邉
恵
里

子
、渡
辺
隼
英
）

が
出
場
し
、Ｂ

チ
ー
ム
が
団
体

優
勝
、Ａ
チ
ー
ム

が
団
体
三
位
と

な
り
ま
し
た
。個

人
の
部
で
は
、二

年
渡
邉
恵
里
子

が
優
勝
、渡
辺
隼

英
が
準
優
勝
し
、渡
辺
恵

里
子
が
東
海
大
会
に
出
場

し
、四
位
と
な
り
、卓
越
技

能
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

来
年
度
も
東
海
大
会
出
場

を
目
標
に
、お
互
い
に
励
ま

し
あ
い
、技
術
を
高
め
あ
う

チ
ー
ム
と
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

若
年
者
も
の
づ
く
り
競

技
大
会
と
は
技
能
を
習
得

中
の
企
業
等
に
就
業
し
て

い
な
い
二
十
歳

以
下
の
若
年
者

を
対
象
に
し
た

も
の
づ
く
り
競

技
大
会
で
す
。

そ
の
フ
ラ
イ
ス

盤
職
種
で
、機

械
科
二
年
伊
藤

高
史
が
銅
賞
の

成
績
を
収
め
る

こ
と
が
出
来
ま

し
た
。こ
の
一
年

間
は
、も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト

（
旋
盤
職
種
）と

兼
ね
て
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
練
習
時
間

が
限
ら
れ
る
中
、こ
の
よ
う

な
賞
が
獲
れ
た
の
も
日
々

の
練
習
を
真
面
目
に
取
り

組
ん
だ
結
果
で
す
。こ
れ
で

満
足
す
る
の
で
は
な
く
更

な
る
活
躍
を
期
待
し
た
い

で
す
。

　

愛
知
県
高
校
生
溶
接
競

技
大
会
は
愛
知
県
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
高
校
生
の
溶

接
競
技
会
。三
重
県
溶
接

技
術
競
技
会
は
社
会
人
の

溶
接
競
技
会
で
最
優
秀
者

は
全
国
大
会
に
つ
な
が
る

大
会
で
す
。

　

高
校
生
の
大
会
に
は一
年

生
の
伊
達
智
哉
と
山
本
汐

夏
が
出
場
し
て
結
果
、山

本
汐
夏
十
七
位
、伊
達
智

哉
二
一
位（
三
五
人
中
）で

し
た
。社
会
人

の
大
会
は
二
年

生
の
伊
藤
雅
人

を
加
え
た
三
名

出
場
し
て
、伊

藤
雅
人
六
位
、

山
本
汐
夏
十

位
、伊
達
智
哉

十
二
位
で
し

た
。技
術
の
向

上
と
失
敗
を

減
ら
し
、入
賞

を
目
指
し
て
努

力
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

　

三
重
県「
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト（
木
材
加
工
）」に

於
い
て
、三
年
連
続
優
勝
を

達
成
し
、技
能
検
定
で
は
二

級
で
二
名
、三
級
で
四
名
の

合
格
者
を
だ
し
、う
ち
一
名

は
三
重
県
知
事
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。コ
ン
テ
ス
ト
、

検
定
以
外
の
と
こ
ろ
で
は

軽
ト
ラ
茶
室（
移
動
可
）が

遂
に
完
成
し
全
国
産
業

フ
ェ
ア
ー
に
出
品
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。平
日
の
放

課
後
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
土

日
も
ほ
と
ん
ど
休
ま
ず
練

習
に
励
み
ま
し
た
。こ
の
毎

日
で
き
る
練
習
に
は
、充
分

な
材
料
と
適
切
な
道
具
が

あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。鵜
ノ
森

同
窓
会
の
も
の
づ
く
り
支

援
制
度
の
お
か
げ
で
、こ
の

よ
う
な
大
き
な
成
果
が
得

ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、全
国
大
会
も
視

野
に
置
き
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

水
中
の
Ca
及
び
Mg
を
定
量

称賛

《90周年記念事業実行スケジュール》　

総会

実行予算案（総会承認）

同窓会記念DVD作成

同窓会員名簿の改定

同窓会記念式典（総会）
表彰状贈呈
（対象：役員・教師・その他）

同窓会室の充実

記念講演・アトラクション

ものづくり支援制度見直し
　　実施は29年度
機関紙「鵜ノ森」特集号
教師・生徒へ母校歴史講座
対象：1年or2年

1

2

3

4

5

6

7

8

9

平成28年
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

平成29年 備　考
◎5/8 ◎5/14

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

150～200人目標
H29年は記念式典と
して開催

90年の歩みの纏め
（総会参加者に進呈）

90周年記念式典開催
記念講演・アトラクション予定

パソコン更新、同窓会室改修
（前倒しし、完了）

今回作成する記念DVDを使用し
職員、在校生に伝統を紹介

◎（詳細提案・承認）

サラト発注済 △サラトより案内状発送

△企画会議

△企画会議

△人選を決定

△打診

△検討開始 △終了

△決定・コンタクト

パソコン導入・同窓会室整備（前倒しH27年完了）

＊富山チーム ＊山本チーム

△内容・予算化決定

7月配布

△

完成29年8月末

実施時期は学校と相談

◎完成・関係者による試写会(総会時放映)

研
究
発
表
会
参
加

（
日
本
化
学
会 

東
海
高
校

 

化
学
研
究
発
表
交
流
会
）

も
の
づ
く
りコンテスト

（
木
材
加
工
協
議
大
会
の

　
　
　
　
　
課
題
政
策
）

若
年
者
も
の
づ
く
り

　
　
　
　
競
技
大
会

　
　
（
フ
ライス
盤
職
種
）

愛
知
県
高
校
生
溶
接

 

競
技
大
会
と
三
重
県

　

  

溶
接
技
術
競
技
会

も
の
づ
く
り
同
好
会

平成28年7月13日  発行 第62号

同窓会90周年記念行事計画
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1） 健康・防災講座
 日　　時　平成24年9月6日㈭ 午後1時～
 集合場所　四日市工業高校（伊藤伝七翁記念館）
 募集人員　30名
2） シグマー技研㈱工場見学
 日　　時　平成24年10月17日㈬ 午後1時20分～
 集合場所　員弁郡東員町瀬古泉1611
 募集人員　30名
3） トヨタ車体㈱いなべ工場見学
 日　　時　平成24年11月22日㈭ 午後1時20分～
 集合場所　いなべ市員弁町市之原10番地
 募集人員　30名

健康・防災講座並びに公共施設の見学会健康・防災講座並びに公共施設の見学会
申込先及び締め切り日
〒510-0886　四日市市日永東3-4-63
三重県立四日市工業高等学校
　鵜ノ森同窓会　機械部会教育担当
電話059-346-2331 FAX059-345-2717

…
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か
い
ご
指
導
、ご
協
力
が

あ
って
こ
そ
、こ
の
よ
う
に
有

意
義
に
過
ご
せ
た
も
の
と
、

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

在
職
中
、進
路
指
導
を

通
し
て
企
業
の
方
々
と
お

会
い
す
る
な
か
で
、今
、社

会
で
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

生
徒
達
に
は
、今
後
も
学

校
生
活
を
通
じ
て
、自
分
の

意
志
や
カ
ラ
ー
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
力
を
磨
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。環
境
は
変
わ

り
ま
す
が
、私
自
身
も
人

と
の
繋
が
り
、バ
ラ
ン
ス
を

大
切
に
し
て
歩
ん
で
参
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

鵜
ノ
森
同
窓
会
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
こ
こ

に
祈
念
致
し
ま
す
。

　

定
時
制
を
卒
業
し
て
、

進
学
を
し
て
か
ら
、早
い
も

の
で
も
う
半
月
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
未
熟
な
部
分
が

原
因
で
一
度
は
挫
折
を
経

験
し
、引
き
こ
も
り
、中
学

校
を
卒
業
し
て
も
全
く
夢

を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
私
が
、今
こ
う
し
て
輝
い

て
い
ら
れ
る
の
は
、周
り
の

家
族
や
四
工
の
先
生
方
が

信
じ
て
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

か
ら
で
あ
る
と
、と
て
も
感

謝
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、私
は
、自
分
が
園

児
だ
っ
た
こ
ろ
に
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
の
よ
う
に
、子

ど
も
の
気
持
ち
が
わ
か
り
、

成
長
の
支
え
に
な
れ
る
保

育
士
を
目
指
し
、大
学
に

通
っ
て
い
ま
す
。新
し
く
学

友
も
出
来
、昼
間
の
学
校

生
活
に
も
徐
々
に
慣
れ
て

き
ま
し
た
。何
よ
り
授
業

で
学
ぶ
た
く
さ
ん
の
知
識

は
と
て
も
新
鮮
で
面
白
く
、

教
え
て
下
さ
る
先
生
方
の

講
義
を
聞
く
た
び
胸
が
躍
っ

て
ば
か
り
の
毎
日
で
す
。

　

初
め
て
経
験
す
る
課
題

や
レ
ポ
ー
ト
、慣
れ
な
い
通

学
距
離
な
ど
バ
タ
バ
タ
と
忙

し
く
苦
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、定
時
制
で
の
経
験

の
お
か
げ
も
あ
り
、く
じ
け

る
こ
と
な
く
前
を
見
据
え
て

い
ら
れ
る
自
分
が
い
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
が
遅
か
っ
た
私

で
す
が
、四
工
で
身
に
つ
け

た
こ
の
自
信
と
強
さ
を
胸

に
、こ
れ
か
ら
先
の
未
来
へ一

歩
一
歩
進
み
続
け
た
い
と

思
って
い
ま
す
。

　

私
は
電
子
機
械
科
を
卒

業
し
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

に
入
社
し
ま
し
た
。私
は

社
会
人
に
な
って
大
事
だ
と

感
じ
る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

す
。一つ
は
自
分
の
意
思
を

は
っ
き
り
と
伝
え
る
事
。二

つ
目
は
横
の
繋
が
り
の
大
切

さ
で
す
。一つ
目
が
大
事
だ

と
感
じ
る
理
由
は
、私
は
入

社
し
て
す
ぐ
に
新
人
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。研
修
で

は
上
司
が
ど
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
も
自
分
の
意
思
表

示
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。意
思
表
示
し
な
け

れ
ば
上
司
達
に
相
手
に
さ

れ
ず
、相
手
に
さ
れ
な
い
事

は
と
て
も
大
変
な
こ
と
で

す
。私
は
自
分
の
存
在
を

示
す
た
め
に
意
思
表
示
を

し
て
上
司
へ
ア
ピ
ー
ル
し
ま

す
。二
つ
目
が
大
事
だ
と
思

う
理
由
は
、社
会
人
と
言

え
ば
上
司
と
の
縦
の
繋
が

り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す

が
、同
期
の
仲
間
と
の
横
の

繋
が
り
も
と
て
も
重
要
で

す
。休
日
に
一
緒
に
過
ご
し

た
り
、会
社
で
の
悩
み
を
聞

い
て
も
ら
っ
た
り
と
、大
切

な
存
在
で
す
。社
会
人
は

高
校
と
は
全
く
違
い
厳
し

い
所
で
す
。早
く
学
生
気

分
か
ら
抜
け
出
し
て一人
前

の
社
会
人
に
な
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

が
で
き
ま
し
た
。自
動
車

整
備
部
門
は
、四
つ
の
課
題

に
分
け
ら
れ
て
お
り
、学

科
、計
測
作
業
、車
両
点
検

作
業
、エ
ン
ジ
ン
故
障
探
究

作
業
を
制
限
時
間
二
五
分

間
で
行
う
競
技
で
す
。

　

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

に
取
り
組
ん
で
、沢
山
得
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。特
に
二

つ
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。一つ
目
は
、根
気
強
さ

で
す
。課
題
は
二
五
分
間
で

高
い
集
中
力
を
必
要
と
し

ま
す
。練
習
で
は
、二
五
分

間
で
は
で
き
な
い
量
の
課
題

に
挑
戦
し
た
り
、苦
手
な
作

業
を
何
度
も
反
復
す
る
こ

と
で
根
気
強
さ
を
身
に
付

け
ま
し
た
。何
事
も
諦
め

ず
に
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
む

こ
と
で
確
実
に
自
分
の
力

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。二
つ
目
は
感
謝
す
る
気

持
ち
で
す
。課
題
の
練
習
に

取
り
組
む
た
め
の
環
境
や

講
師
先
生
方
に
恵
ま
れ
、

沢
山
の
環
境
と
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。同

時
に
支
え
て
く
れ
た
家
族

や
先
生
、友
人
が
い
ま
す
。

そ
し
て
奨
学
金
と
い
う
形

で
鵜
ノ
森
同
窓
会
の
先
輩

方
か
ら
も
支
え
て
い
た
だ

き
感
謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ

い
で
す
。

　

四
日
市
工
業
の
自
動
車

科
に
入
り
、尊
敬
す
る
先

生
や
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
、沢
山
の
出
会
い
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、今
の
私

が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
四
日
市
工
業

高
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
夢
に
向
か
っ
て
頑
張

り
ま
す
。

　

自
然
科
学
部
門
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
は
ヨ
モ
ギ
属
の
植
物
か

ら
マ
ラ
リ
ア
治
療
薬
を
開

発
し
た
中
国
人
の
屠
呦
呦

氏
が
受
賞
し
ま
し
た
が
、

近
年
宇
宙
で
も
活
躍
し
て

い
る
メ
ダ
カ
に
も
今
一
度
注

目
し
て
ほ
し
い
。

　

メ
ダ
カ
は
私
が
小
学
生

の
頃
、
通
学
路
の
小
川
に

も
沢
山
い
ま
し
た
が
、
今

で
は
殆
ど
見
か
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
家
の

前
に
あ
る
細
い
排
水
溝
に

水
を
溜
め
、
小
さ
な
ビ
オ

ト
ー
プ
を
作
り
、
メ
ダ
カ
を

放
し
飼
い
に
し
て
学
校
帰

り
の
子
供
達
に
観
て
貰
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
こ
の
メ
ダ

カ
が
日
本
産
で
は
な
く
、

北
米
産
の
外
来
種
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
知
り
び
っ

く
り
！　
　
　
　
　

　

そ
し
て
外
来
種
の
メ
ダ
カ

の
英
名
が
モ
ス
キ
ー
ト
・

フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
、
蚊

の
幼
虫
で
あ
る
ボ
ウ
フ
ラ
を

捕
食
す
る
こ
と
か
ら
、
マ
ラ

リ
ア
撲
滅
の
た
め
世
界
中

に
移
植
さ
れ
、
和
名
も
蚊

絶
や
し（
カ
ダ
ヤ
シ
）
と
呼

ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
メ
ダ
カ
は
春
か
ら

夏
に
か
け
て
卵
を
産
み
続

け
る
た
め
繁
殖
力
が
強
く
、

日
本
で
は
種
々
科
学
の
研

究
で
も
大
い
に
寄
与
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
い
つ
の
日

か
メ
ダ
カ
を
利
用
し
た
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
夢
み
、
こ
れ
か
ら

も
子
供
達
と
メ
ダ
カ
の
学

校
を
大
事
に
見
守
り
な
が

ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
願
って
い

ま
す
。

　

　

全
国
の
工
業
高
校

生
が
技
術
や
技
能
を

争
う
大
会
。「
も
の
づ
く

り
甲
子
園
」と
も
呼
ば

れ
る
大
会
で
あ
る
、第

十
五
回
高
校
生
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国

大
会
の
自
動
車
整
備

部
門
で
、見
事
、女
子

初
の
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

平成28年2月14日
ニューハートピア温泉  ホテル長島

昭和39年卒建築科

平成28年1月23日
四日市プラトンホテル

昭和40年卒機械科B組

平成28年2月28日
希望荘

昭和42年卒機械科B組

平成27年10月6日
湯の山  寿亭

昭和33年卒機械科

平成27年10月5日
賢島パークホテル  みち潮

昭和37年卒工業化学科

プログラミング

　

こ
の
度
は
永
年
勤
続
表

彰
を
し
て
い
た
だ
き
、大
変

名
誉
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、四
日
市
工
業
で
過
ご

し
た
二
九
年
は
、諸
先
輩
、

職
員
は
じ
め
皆
様
方
の
温

　

私
は
平
成
二
七
年
十
一

月
十
五
日
に
鹿
児
島
県
で

行
わ
れ
た
高
校
生
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
の
自
動
車
整
備
部
門
に

出
場
し
、優
勝
す
る
こ
と

リ

う　　の　　も　　り

クラス会報告

①
対
象

　

ク
ラ
ス
会・学
年
同
窓
会

②
内
容

　

申
請
書
に
会
員
名
簿
と

　

集
合
写
真
を
添
え
て
同

　

窓
会
事
務
局
ま
で
郵
送

　

す
る
。

③
支
援
金

　

出
席
人
数×

三
百
円

　

但
し
千
円
未
満
は
四
捨

　

五
入
し
て
支
給
。

※

集
合
写
真
を
次
回
の
機

　

関
誌
に
掲
載
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
抜
粋
）

ク
ラ
ス
会
支
援
制
度

平田一浩先生

平成28年7月13日  発行第62号（3）

石川裕大
（平成27年度全日制電子機械科卒業）

社会人になって

坂  喜一郎
（昭37工化卒）

「余話」…メダカにも
ノーベル賞を！

田村美結
（平成27年度全日制自動車科卒）

ものづくりコンテスト
全国大会を終えて



鵜
ノ
森
同
窓

会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、

母
校
よ
り
新
入

社
員
七
名
の
仲

間
を
迎
え
、当

支
部
の
総
数
一六
四
名
、全
員
一
丸
と

な
り
、製
油
所
の
安
全
・
安
定
操
業

の
維
持
継
続
、更
に
は
四
日
市
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
発
展
に
日
夜
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
に
扱
う
私

た
ち
は
、石
油
が
人
類
に
恩
恵
を
も

た
ら
し
て
き
た
一
方
で
石
油
の
大
量

消
費
が
地
球
環
境
に
負
荷
を
強
い

て
き
た
事
実
を
忘
れ
ず
に
、そ
し
て
、

地
球
レ
ベ
ル
で
豊
か
な
未
来
が
実
現

す
る
こ
と
を
願
っ
て
、地
球
と
人
と

社
会
と
の
調
和
と
共
生
を
重
ん
じ

な
が
ら
、新
し
い
価
値
を
提
供
で
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
で
あ
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

顧
客
へ
の「
コ
コ
ロ
も
満
タ
ン
に
」の

メ
ッ
セ
ー
ジ
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
元
に
消
費

者
、ユ
ー
ザ
ー
の
生
活
を
豊
か
に
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
満
足
感
を

高
め
て
参
り
ま
す
。当
支
部
役
員
も

二
年
目
を
向
か
え
、学
生
時
代
に

培
っ
た『
技
術
と
精
神
』を
忘
れ
る
こ

と
な
く
日
々
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
鵜
ノ
森
同
窓
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
活
躍
を

祈
念
し
、支
部
報
告
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

【
本
年
度
支
部
役
員
紹
介
】

　

会　

長　
　

服
部　

達
雄

　

幹　

事　
　

喜
多　
　

潤

　

会　

計　
　

黒
木　
　

亨

1） 健康・防災講座
 日　　時　平成24年9月6日㈭ 午後1時～
 集合場所　四日市工業高校（伊藤伝七翁記念館）
 募集人員　30名
2） シグマー技研㈱工場見学
 日　　時　平成24年10月17日㈬ 午後1時20分～
 集合場所　員弁郡東員町瀬古泉1611
 募集人員　30名
3） トヨタ車体㈱いなべ工場見学
 日　　時　平成24年11月22日㈭ 午後1時20分～
 集合場所　いなべ市員弁町市之原10番地
 募集人員　30名

健康・防災講座並びに公共施設の見学会健康・防災講座並びに公共施設の見学会
申込先及び締め切り日
〒510-0886　四日市市日永東3-4-63
三重県立四日市工業高等学校
　鵜ノ森同窓会　機械部会教育担当
電話059-346-2331 FAX059-345-2717

　

当
社
は「
人
・
社
会
・
地

球
の
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
実

現
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

従
業
員
一
丸
と
な
っ
て
社
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

当
支
部
に
お
い
て
は
、こ

こ
数
年
、同
窓
生
を
迎
え

る
事
が
で
き
ず
に
い
る
状

況
が
続
い
て
お
り
、先
輩
方

の
定
年
退
職
も
あ
っ
て
会

員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

支
部

活
動
に
つ

い
て
は
若

干
停
滞

気
味
に

あ
る
も
の

の
役
員
を

中
心
に

活
動（
支

部
総
会
、

ハ
イ
キ
ン

グ
等
の
イ

ベ
ン
ト
）

を
継
続

し
て
お
り

ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、建
設
部
会

の
取
り
纏
め
を
引
受
さ
せ

て
い
た
だ
き
、は
や
十
一
年

目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
間
、支
部
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
べ
き
と
こ
ろ

な
か
な
か
う
ま
く
運
べ
ず
、

理
事
選
出
に
つ
い
て
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
で
誠
に

申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、同

窓
会
設
立
九
十
周
年
に
向

け
て
、会
員
の
充
実
・
増
強

を
図
り
、記
念
行
事
と
な

る
来
年
へ
向
け
て
ま
い
進

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

太
陽
化
学
支
部
の
近
況

に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

 

本
年
は
母
校
か
ら
、二
名

の
新
入
社
員
を
迎
え
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
多
様
化
す
る

食
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、伝
統
的
な
天
然
素
材

か
ら
最
先
端
技
術
を
応
用

し
た
新
規
素
材
ま
で
、さ

ま
ざ
ま
な

製
品
を
製

造
し
て
い

ま
す
。

 

機
能
性

食
品
素
材

の
、開
発
・

製
造
を
は

じ
め
食
を

通
じ
て
実

現
で
き

る
、さ
ま

ざ
ま
な
課

題
解
決
や

社
会
貢
献

に
取
り
組

ん
で
い
ま

す
。

　

東
芝
四
日
市
支
部
は
二

〇
一
二
年
に
発
足
し
た
新

し
い
支
部
で
す
。会
員
は
、

新
入
社
員
十
名
を
含
め
一

八
三
名
と
な
り
ま
し
た
。

東
芝
四
日
市
工
場
は
半
導

体
製
造
の
最
先
端
工
場
と

し
て
フ
ル
稼
働
し
、新
し
く

新
棟
建
設
も
決
ま
り
躍

進
を
続
け
て
い
ま
す
。昨

年
の
十
月
十
六
日
に
は
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。鵜
ノ
森
同
窓
会
本
部

よ
り
名
誉
会
長
の
川
﨑

様
、会
長
の
西
村
様
を
お

招
き
し
、総
勢
六
十
二
名

が
出
席
し
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。総
会
で
は
く
じ
引

等
を
行
い
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。最
後
に
母

校
校
歌
を
全
員
で
斉
唱

し
、母
校
と
支
部
並
び
に

工
場
の
発
展
を
祈
念
し
、

　

来
年
四
月
に
は
当
社
、

三
菱
レ
イ
ヨ
ン
、三
菱
樹
脂

三
社
の
組
織
統
合
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を
機
に

支
部
活
動
の
更
な
る
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
度
光
精
工

支
部
の
近
況
を
報
告
致
し

ま
す
。

　

当
社
は
自
動
車
部
品
等

の
生
産
を
行
な
っ
て
お
り

生
産
拠
点
も
桑
名
、員
弁
、

北
勢
の
三
拠
点
、海
外
で

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、ア
メ
リ
カ
、

中
国（
天
津
・
丹
陽
）に
拠

点
が
あ
り
ま
す
。ま
た
航

空
機
産
業
へ
の
進
出
も
近

年
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

昨
年
度

と
同
様
の

役
員
に
て
、

活
動
さ
せ

て
い
た
だ

き
ま
す
の

で
ご
指
導

お
願
い
し

ま
す
。

　

先
輩・後
輩
が
一
諸
に
な

つ
て
多
様
な
出
会
い
を
可

能
に
す
る
場
を
準
備
し
て

楽
し
み
を
生
み
出
す
様
に

活
動
を
計
画
し
て
い
る
。

　

平
成
二
八
年
度
活
動
計

画
。①
九
月
一
四
日
ト
ヨ
タ

産
業
技
術
記
念
館
と
ビ
ー

ル
工
場
見
学
会
。②
二
九

年
一
月
二
一
日
新
年
懇
親

会
。③
定
期
総
会
四
月
。

④
そ
の
他
小
行
事
計
画
中

随
時
発
表
予
定
＊
参
加
条

件
機
械
科
卒
業
生
。年
会

費
無
。行
事
に
よ
り
参
加

費
を
徴
収
す
る
事
有
。＊

問
合
せ
申
込
先
・
最
寄
り

役
員
又
は
、斎
藤
ま
で
願
い

ま
す
。（
〇
五
九・三
八
六・

六
七
四
四
）

　

二
〇
一五
年
度
コ
ス
モ
石

油
支
部
の
近
況
を
報
告
致

し
ま
す
。

　

コ
ス
モ
石
油
は
コ
ス
モ
エ

ネ
ル
ギ
ー
グ
ル
ー
プ
と
し
て

持
株
会
社
な
ら
び
に
資
源

開
発
、供
給
、販
売
の
三
つ

の
事
業
会
社
を
中
心
と
し

た
体
制
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。コ
ス
モ
石
油
四
日

市
製
油
所
も
供
給
部
門

を
担
う
中
核
事
業
会
社
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
安
全
操

業
、安
定
供
給
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

四
月
に
は
二
名
の
新
し

い
仲
間
を
迎
え「
心
を
満

タ
ン
に
」を
合
言
葉
に
会
員

一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す

　

も
の
づ
く
り
支
援
制
度

を
活
用
し
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

部
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
製

作
を
行
って
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
相
撲
ロ
ボ
ッ

ト
を
五
台
製
作
、
ア
メ
フ

ト
ロ
ボ
ッ
ト
五
台
、
マ
イ
コ

ン
カ
ー
一
台
、
ソ
ー
ラ
ー
ラ

ジ
コ
ン
カ
ー
を
三
台
製
作
し

ま
し
た
。

　

相
撲
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
三

重
県
大
会（
会
場　

日
永

カ
ヨ
ー
）、
東
海
大
会（
会

場　

亀
山
市
文
化
会
館
）

に
出
場
し
ま
し
た
。
昨
年

度
同
様
、
高
校
生
の
部
で

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し

た
。
自
立
型
の
部
で
一
台

と
ラ
ジ
コ
ン
型
の
部
で
一
台

全
国
大
会（
会
場　

も
の

つ
く
り
大
学　

埼
玉
県
）

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
両

部
門
と
も
一
回
戦
敗
退
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

各
生
徒
が
自
分
だ
け
の
ロ

ボ
ッ
ト
を
設
計
か
ら
組
立

ま
で
大
変

苦
労
し
な

が
ら
完
成

さ
せ
た
と

思
っ
て
い
ま

す
。

　

ア
メ
フ
ト

ロ
ボ
ッ
ト

は
、
三
重

県
ロ
ボ
コ
ン

大
会（
会
場

　

日
永
カ

ヨ
ー
）
に
出
場
し
県
代
表

と
し
て
、
全
国
大
会
に
出

場
で
き
ま
し
た
。
五
台
の

ロ
ボ
ッ
ト
が
お
互
い
に
ぶ
つ

か
り
合
い
た
め
、
耐
久
性

と
精
度
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

い
る
競
技
で
す
。
初
め
て

の
全
国
大
会（
会
場　

横

浜
）
出
場
で
し
た
が
、
予

選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
敗
退
に

な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
諸
君
が
自
ら
の
ア

イ
デ
ア
を
も
と
に
設
計
し
、

加
工
し
、
組
み
立
て
、
さ

ら
に
調
整
・
修
正
を
行
っ

た
結
果
、
初
め
て
ロ
ボ
ッ
ト

等
が
正
常
に
動
き
出
し
た

時
の
生
徒
の
喜
び
は
大
変

な
も
の
で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
等

の
製
作
を
通
し
て「
も
の
づ

く
り
」
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

鵜
ノ
森
同
窓
会
の
ま
す
ま

す
の
発
展
と
、
会
員
の
皆

様
方
の
今
後
の
活
躍
を
祈

念
し
、
も
の
づ
く
り
支
援

の
御
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

永
年
勤
続
表
彰

　
　

 　

 

の
お
礼

昭和47年3月22日発足
会員数  25名

光精工

三菱化学
二
〇
一五
年
度
コ
ス
モ
石
油

支
部
の
近
況
を
報
告
致
し

ま
す
。

コ
ス
モ
石
油
は
コ
ス
モ
エ
ネ

ル
ギ
ー
グ
ル
ー
プ
と
し
て
持

株
会
社
な
ら
び
に
資
源
開

発
、供
給
、販
売
の
三
つ
の

事
業
会
社
を
中
心
と
し
た

体
制
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。コ
ス
モ
石
油
四
日
市

製
油
所
も
供
給
部
門
を

担
う
中
核
事
業
会
社
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
安
全
操

業
、安
定
供
給
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

四
月
に
は
二
名
の
新
し
い

仲
間
を
迎
え「
心
を
満
タ

ン
に
」を
合
言
葉
に
会
員
一

丸
と
な
って
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

記
念
撮
影
を
行
っ
て
終
了

し
ま
し
た
。

平成28年7月13日  発行 第62号 （4）う　　の　　も　　り

昭和36年1月1日発足
会員数  130名

コスモ石油

昭和46年6月12日発足
会員数  40名

建設部会

平成24年10月発足
会員数  183名

東芝四日市

平成13年3月20日発足
会員数  57名

機械部会

昭和48年4月28日発足
会員数  39名

太陽化学

平成6年10月1日発足
会員数  270名

東芝四日市



鵜
ノ
森
同
窓

会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、

母
校
よ
り
新
入

社
員
七
名
の
仲

間
を
迎
え
、当

支
部
の
総
数
一六
四
名
、全
員
一
丸
と

な
り
、製
油
所
の
安
全
・
安
定
操
業

の
維
持
継
続
、更
に
は
四
日
市
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
発
展
に
日
夜
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
に
扱
う
私

た
ち
は
、石
油
が
人
類
に
恩
恵
を
も

た
ら
し
て
き
た
一
方
で
石
油
の
大
量

消
費
が
地
球
環
境
に
負
荷
を
強
い

て
き
た
事
実
を
忘
れ
ず
に
、そ
し
て
、

地
球
レ
ベ
ル
で
豊
か
な
未
来
が
実
現

す
る
こ
と
を
願
っ
て
、地
球
と
人
と

社
会
と
の
調
和
と
共
生
を
重
ん
じ

な
が
ら
、新
し
い
価
値
を
提
供
で
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
で
あ
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

顧
客
へ
の「
コ
コ
ロ
も
満
タ
ン
に
」の

メ
ッ
セ
ー
ジ
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
元
に
消
費

者
、ユ
ー
ザ
ー
の
生
活
を
豊
か
に
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
満
足
感
を

高
め
て
参
り
ま
す
。当
支
部
役
員
も

二
年
目
を
向
か
え
、学
生
時
代
に

培
っ
た『
技
術
と
精
神
』を
忘
れ
る
こ

と
な
く
日
々
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
鵜
ノ
森
同
窓
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
活
躍
を

祈
念
し
、支
部
報
告
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

【
本
年
度
支
部
役
員
紹
介
】

　

会　

長　
　

服
部　

達
雄

　

幹　

事　
　

喜
多　
　

潤

　

会　

計　
　

黒
木　
　

亨

1） 健康・防災講座
 日　　時　平成24年9月6日㈭ 午後1時～
 集合場所　四日市工業高校（伊藤伝七翁記念館）
 募集人員　30名
2） シグマー技研㈱工場見学
 日　　時　平成24年10月17日㈬ 午後1時20分～
 集合場所　員弁郡東員町瀬古泉1611
 募集人員　30名
3） トヨタ車体㈱いなべ工場見学
 日　　時　平成24年11月22日㈭ 午後1時20分～
 集合場所　いなべ市員弁町市之原10番地
 募集人員　30名

健康・防災講座並びに公共施設の見学会健康・防災講座並びに公共施設の見学会
申込先及び締め切り日
〒510-0886　四日市市日永東3-4-63
三重県立四日市工業高等学校
　鵜ノ森同窓会　機械部会教育担当
電話059-346-2331 FAX059-345-2717

　

扶
桑
工
機
は
国
内
に
四

工
場・海
外
に
は
三
工
場
が

有
り
ま
す
。

　

事
業
は
自
動
車
を
組
み

立
て
る
専
用
機
と
金
型
の

設
計・加
工・組
立
の一
貫
生

産
お
よ
び
半
導
体
関
連
の

超
精
密
部
品
・
航
空
機
関

連
部
品
の
加
工
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

扶
桑
工
機
支
部
総
会
を

昨
年
実
施
し

ま
し
た
が
、

出
張
者
が
多

く
十
三
名
の

参
加
で
終

わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が

次
回
は
事
前

調
整
し
参
加

者
が
増
え
る

工
夫
を
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
本
年

度
は
是
非
、

四
工
生
の
卒

業
生
を
迎
え

た
い
と
期
待

し
て
い
ま

す
。

　

昭
和
四
日
市
石
油
支
部

の
近
況
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

当
支
部
は
結
成
以
来
本

年
で
二
九
年
目
で
、会
員

数
は一五
三
名
で
す
。

　

本
年
の
四
工
生
新
卒
採

用
は
十
名
で
し
た
。

　

支
部
の
行
事
も
停
滞
ぎ

み
で
意
識
が
気
薄
に
な
って

来
て
い
る
状
態
で
す
。

　

石
油
業
界
も
明
る
い
材

料
が
無
く
、先
行
き
若
干

先
細
り
感
が
あ
り
ま
す
。

　

又
、当
社
で
は
ご
承
知
の

通
り
、昭
和
シ
ェ
ル
グ
ル
ー

プ
と
出
光
興
産
と
の
合
併

問
題
も
抱
え
て
お
り
危

機
感
を
持
っ
て
操
業
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

六
月
三
日
に
支
部
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。昨
年

に
引
き
続
き
西
村
会
長
、

日
比
監
査
役
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、鵜
の
森
同
窓

会
定
期
総
会
の
報
告
を
す

る
と
共
に
、各
自
の
近
況

報
告
な
ど
、お
酒
の
力
を

十
分
活
用
し
て
、わ
い
わ
い

と
、楽
し
く
意
見
交
換
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
社
も
人
材
の
若
返
り

が
進
ん
で
き
て
お
り
、今
後

も
四
工
生
の
採
用
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、支
部

と
し
て
、飲
み
会
以
外
の
活

動
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

来
年
は
、

支
部
創
設

二
五
年
目

を
迎
え
ま

す
。

　

活
動
の

企
画
を
若

い
力
を
借

り
て
、本
部

の
九
十
周

年
行
事
に

負
け
な
い
よ

う
な
活
動

を
目
標
に

（
夢
）し
て

ゆ
き
ま
す
。

　

追
伸
、集

合
写
真
に
は
隣
で
飲
ん
で

い
た
四
工
生
二
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

六
月
十
一
日
に
開
催
さ

れ
た
第
二一
回
総
会
・
懇
親

会
へ
は
、西
村
会
長
及
び
三

重
県
関
西
事
務
所
よ
り
湯

浅
所
長
に
お
越
し
頂
き
ま

し
た
。

　

三
十
名
の
参
加
の
方
々

と
有
意
義
に
親
睦
を
深
め

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

数
年
前
よ
り
、卒
業
名

簿
記
載
の
関
西
在
住
者
に

ご
案
内
を
続
け
て
お
り
ま

す
。

　

逝
去・転
居・連
絡
拒
否

等
が
あ
り
現
在
一
六
六
名

に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
部
並
び
に
支
部
の
新

聞
を
同
封
し
根
気
よ
く
情

報
の
発
信
を
続
け
て
い
く

所
存
で
す
。

　

幸
い
に
初
め
て
返
信
の

連
絡
を
頂
け
る
方
、総
会

に
参
加
し
て
頂
け
る
方
も

お
ら
れ
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

関
西
圏
の
広
域
で
す

が
、大
阪・京
都・兵
庫
の
三

重
県
人
会
様
及
び
関
西
三

重
県
高
校
同
窓
会
連
絡

協
議
会（
十
二
校
）様
と

連
携
し
活
動
の
輪
を
広
げ

て
行
き
ま
す
。

　

私
ど
も
東
ソ
ー
支
部
に

今
年
も
七
名
の
元
気
い
っ

ぱ
い
な
新
人
が
加
わ
り
、

将
来
の
当
社
を
支
え
る
人

財
と
し
て
配
属
先
に
て
成

長
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、当
支
部
で
は
、現

在
ベ
テ
ラ
ン
勢
の
大
量
定

年
を
迎
え
て
お
り
、毎
月

数
名
の
会
員
が
退
職
、今

後
急
速
に
世
代
交
代
が
行

わ
れ
、若
年
層
を
含
む
中

間
層
へ
の
負
担
増
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。更
に
は
支
部

役
員
の
世
代
交
代
や
会
員

同
士
の
繋
が
り
な
ど
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、皆
さ
ま

の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
今
年
度
の
支
部
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｋ
Ｈ
ネ
オ
ケ
ム
支
部
の

近
況
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

先
ず
は
昨
年
九
月
に
新

し
い
支
部
旗
を
贈
呈
い
た

だ
き
、
大
変
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
支
部
同
窓
生

一同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

協
和
発
酵
ケ
ミ
カ
ル
か
ら

社
名
が
変
更
と
な
り
、
新

た
な
気
持
ち
で
支
部
活
動

に
取
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
も
五
名
の
新
し
い

仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
五
名
と
も
運

動
部
出
身
で
元
気
良
く
活

発
な
新
入
社
員
で
す
。
新

入
社
員
教
育
期
間
を
経
て

四
月
下
旬
に
各
職
場
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
。
配
属
先

に
は
多
数
の
鵜
ノ
森
同
窓

会
の
諸
先
輩
が
お
り
、
後

輩
の
指
導
育
成
に一
役
買
っ

て
頂
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
六
年
に
蛍
雪
会

の
名
で
Ｎ
Ｔ
Ｎ
支
部
が
発

足
さ
れ
て
以
来
六
五
年

間
、定
期
総
会
や
新
入
会

員
の
歓
迎
会
等
支
部
活
動

を
行
って
い
ま
す
。

　

今
年
も
母
校
か
ら
五
名

の
同
窓
生
を
迎
え
、会
員

は
六
十
名
を
数
え
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｎ
で
は
来
る
二
〇
一

八
年
三
月
に
は
創
立
百
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

企
業
の
持
続
的
成
長
に

向
け
た
諸
施
策
を
推
進
す

る
と
共
に
、世
界
中
で
存

在
感
の
あ
る
企
業
、『
Ｎ
Ｔ

Ｎ
』ブ
ラ
ン
ド
に
誇
り
を
持

て
る
企
業
を
目
指
し
日
々

努
力
し
て
い
ま
す
。

う　　の　　も　　り

昭和26年6月発足
会員数  60名

N  T  N

平成4年4月発足
会員数  215名

東ソー

平成4年4月発足
会員数  23名

三菱電機
ビルテクノサービス

平成28年7月13日  発行第62号（5）

平成8年4月14日発足
会員数  166名

関西支部

昭和61年12月発足
会員数  153名

昭和60年4月1日発足
会員数  123名

KHネオケム

昭和46年4月1日発足
会員数  31名

扶桑工機

昭和四日市石油



　

昨
年
度
の
当
工
場
は
省

エ
ネ
環
境
型
自
販
機
や
コ

ン
ビ
ニ
向
け
コ
ー
ヒ
ー
マ
シ
ン

の
生
産
が
好
調
で
全
社
業

績
に
大
き
く
貢
献
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、本
年

　

平
成
二
三
年
度
よ
り
開

設
さ
れ
た
学
科
で
、機
械
、

自
動
車
の
二
コ
ー
ス
を
設
置

し
て
い
ま
す
。一
年
次
に「
工

業
技
術
基
礎
」と
い
う
科

目
で
金
属
の
加
工
な
ど
の

二
つ
の
コ
ー
ス
に
共
通
す
る

基
礎
的
な
内
容
等
を
学
習

し
た
後
、二
年
次
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、

専
門
的
な
内
容
を
学
習
し

ま
す
。ま
た
、自
動
車
コ
ー

ス
で
は
、卒
業
後
に
三
級
自

動
車
整
備
士
の
実
技
試
験

が
免
除
さ
れ
、学
科
試
験
の

受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

　

平
成
二
三
年
度
よ
り
開

設
さ
れ
た
学
科
で
、電
気
、

建
築
の
二
コ
ー
ス
を
設
置
し

て
い
ま
す
。近
年
の
オ
ー
ル

電
化
住
宅
な
ど
の
進
展
を

ふ
ま
え
、一年
次
に「
工
業
技

術
基
礎
」と
い
う
科
目
で

電
気
工
事
、住
宅
の
設
計

等
に
関
す
る
内
容
を
共
通

に
学
習
し
、二
年
次
か
ら

コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
は
、専

門
教
育
を
充
実
し
、電
気

工
事
士
や
二
級
建
築
士
の

受
験
要
件
に
対
応
し
ま

す
。

　

昨
年
度
の
就
職
状
況
に

関
し
ま
し
て
、ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。平
成
二
七
年

度
も
幸
い
に
も
就
職
希
望

者
全
員
が
入
社
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

進
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
二
七
年
度
は
四
年
制

大
学
に
三
七
名
の
生
徒
が

進
学
し
ま
し
た
。短
大・専

門
学
校
等
を
含
め
る
と
、

生
徒
全
体
の
約
十
七
％
に

あ
た
る
五
五
名
が
進
学
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
退　

職
】

（
全
日
制
）

水
谷　

美
鈴

是
澤　

輝
也

阪　
　

誓
司

南
部　
　

覚

平
田　

一
浩 

（
定
時
制
）

力
武
真
一
郎

長
田　

重
二

樋
口　

尚
美 

　

【
転　

出
】

（
全
日
制
）

吉
﨑　
　

吏

後
藤　

樹
雄

理
科

機
械

電
子
機
械

電
気

自
動
車

建
築

自
動
車

養
護
教
諭

教
頭

国
語

本
校
で
再
任
用

四
日
市
中
央
工
業
へ
再
任
用

桑
名
工
業
へ
再
任
用

本
校
定
時
制
で
再
任
用

四
日
市
中
央
工
業
高
校
教
頭

久
居
農
林
高
校

佐
藤　

和
生

小
池　

崇
人

荻
田　

清
孝

鷲
尾　

和
貴

上
野　
　

晋

藪
内　

弘
志　

中
村　

友
彦

八
代　

一
樹　

水
口　

雅
之

稲
垣　

文
彦

杉
田　

有
紀

永
戸
晋
太
郎

伊
藤　

和
美

宮
田
佳
代
子

（
定
時
制
）

土
方　

清
裕

近
藤　

雄
太

圓
戸　

明
治

（
事
務
室
）

舘　
　

信
宏

松
葉　

弓
恵

向
井　

芳
樹

野
呂　

康
豊 

【
転　

入
】

（
全
日
制
）

伊
藤　

光
司

海
津
ま
ゆ
み

伊
藤　

貴
之

西
村
ゆ
か
り

斎
藤　
　

久

織
田　

洋
輔

諸
井　

達
臣

後
藤　
　

剛

北
川　

公
一

深
川　

浩
也

谷
口　

金
則

伊
藤　

清
人

有
馬　

智
昭

奥
野　
　

貴

堀　
　

真
也

打
田　

圭
佑

加
藤　

裕
子

（
定
時
制
）

細
木　

健
樹

伊
藤　
　

弘

永
井　

雄
太 

（
事
務
室
）

草
川　

貴
紀

山
本　

莉
那

加
藤　

里
佳

佐
野　

京
子

【
全
定
交
流
】

小
宮　
　

健

 

数
学

数
学

理
科

理
科

保
健
体
育

保
健
体
育

英
語

電
気

電
気

電
子

建
築

自
動
車

養
護
教
諭

養
護
教
諭

教
頭

保
健
体
育

英
語

主
査

事
務
職
員

事
務
職
員

学
校
教
育
技
術
員

教
頭

国
語

数
学

理
科

保
健
体
育

保
健
体
育

機
械

電
子
機
械

電
気

電
気

電
気

電
子

建
築

自
動
車

自
動
車

自
動
車

養
護
教
諭

教
頭

英
語

建
築

主
査

事
務
職
員

事
務
職
員

学
校
教
育
技
術
員

自
動
車

四
日
市
中
央
工
業
高
校

名
張
高
校

神
戸
高
校

北
星
高
校

稲
生
高
校

四
日
市
南
高
校

名
張
青
峰
高
校

桑
名
工
業
高
校

津
工
業
高
校

桑
名
工
業
高
校

県
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

四
日
市
中
央
工
業
高
校

飯
南
高
校

い
な
べ
総
合
学
園
高
校

津
西
高
校
教
頭

菰
野
高
校

桑
名
高
校

四
日
市
農
芸
高
校

北
勢
流
域
下
水
道
事
務
所

津
農
林
水
産
事
務
所

四
日
市
農
芸
高
校

桑
名
高
校
教
頭

白
子
高
校

木
本
高
校

菰
野
高
校

朝
明
高
校

新
規
採
用（
羽
津
中
学
校
）

四
日
市
中
央
工
業
高
校

新
規
採
用（
四
日
市
中
央
工
業
高
校
）

四
日
市
中
央
工
業
高
校

新
規
採
用

津
工
業
高
校

津
工
業
高
校

津
工
業
高
校

四
日
市
中
央
工
業
高
校

新
規
採
用

新
規
採
用

四
日
市
四
郷
高
校

杉
の
子
特
別
支
援
学
校
教
頭

飯
野
高
校

新
規

四
日
市
西
高
校

津
総
合
県
税
事
務
所
総
務
室

出
納
局
出
納
総
務
課

四
日
市
農
芸
高
校

定
時
制
へ

県 内
県 外
合 計
県 内
県 外
合 計

求人会社数

求 人 数

生 徒 数
就 職
進 学
そ の 他
四 年 制 大 学
短 大 ・ 高 専
専 門 ・ 各 種 学 校
そ の 他
県 内
中 部
関 西
関 東
建 設 業
食 品
繊維・木製品・紙
印 刷・ 同 関 連
化 学
石 油
プ ラ ス チック
ゴ ム
窯 業
鉄 鋼 ・ 金 属
機 械
電 気
情 報 通 信
電 子
輸 送 機 械
そ の 他

電気・ガス・熱供給
通 信 ・ 運 輸
卸売・小売・金融
サービス・不動産・医療福祉
公 務 員
そ の 他

企
業
庁
工
業
用

水
道
事
業
室

新
採
（
オ
ム
ロ
ン
パ
ー
ソ
ネ
ル
㈱
）

　

私
は
、こ
の
四
月
に
本
校

に
着
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
進
路
状
況
で

す
が
、求
人
数
は
一
一
八

八
名
と
五
年
連
続
で
増
加

し
、就
職
希
望
者
の
全
員

が
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
れ
も
卒
業
生
の
皆

様
が
多
方
面
に
お
い
て
ご

活
躍
を
さ
れ
て
い
る
お
か

げ
で
あ
り
、地
域
社
会
か

ら
厚
い
信
頼
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
も
の
と
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

部
活
動
に
お
き
ま
し
て

は
、県
総
合
体
育
大
会
で

総
合
一
位
と
な
り
、陸
上
競

技
部
、テ
ニ
ス
部
、ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
、空
手
同
好
会
が
全

国
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
、輝
か
し
い
実
績
を
収
め

ま
し
た
。ま
た
、も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
、ロ
ボ
ッ
ト
競

技
大
会
な
ど
に
お
い
て
も
、

全
国
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
優
秀
な
成
績
を
収
め
て

い
ま
す
。

　

校
訓「
技
術
と
精
神（
こ

こ
ろ
）」を
教
育
活
動
の
基

本
と
し
、専
門
性
を
高
め
、

調
和
の
と
れ
た
職
業
人
の

育
成
を
目
指
し
て
取
り
組

む
所
存
で
す
の
で
、温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
校
定
時
制
で
は
今
年

度
四
四
名
の
新
入
生
を
迎

え
、全
校
生
徒
約
二
百
名

が「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」と

い
う
開
学
以
来
の
精
神
を

受
け
継
ぎ
、日
々
仕
事
と

勉
強
に
頑
張
って
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
進
路
状
況

は
、就
職
希
望
者
全
員
が

正
規
雇
用
で
内
定
し
ま
し

た
。ま
た
、部
活
動
に
お
き

ま
し
て
は
、昨
年
度
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
と
サ
ッ
カ
ー
部
が

全
国
定
時
制
通
信
制
高

等
学
校
大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。結
果
は
惜
し
く
も

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
敗
退
と
な

り
ま
し
た
が
、毎
日
授
業

後
に
遅
く
ま
で
残
っ
て
練

習
し
て
き
た
成
果
を
思
う

存
分
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
定
時
制
教
頭

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し

た
。伝
統
あ
る
本
校
に
着

任
し
た
喜
び
は
申
し
上
げ

る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

同
時
に
そ
の
責
務
の
重
大

さ
に
身
の
ひ
き
し
ま
る
思

い
が
い
た
し
ま
す
。甚
だ
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、本

校
の
発
展
と
定
時
制
教
育

の
充
実
の
た
め
に
、専
心
努

力
す
る
所
存
で
す
。今
後

も
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

現
在
、メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

部
は
顧
問
四
名
、部
員
二

八
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。日
々
の
活
動
は
、平

日
は
三
時
間
程
度
、休
日

は
八
時
間
程
度
行
っ
て
い

ま
す
。大
会
直
前
に
は
ロ

ボ
ッ
ト
の
完
成
度
を
高
め

る
た
め
に
活
動
時
間
が

長
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
度
は
、全
国
産

業
教
育
フ
ェア
三
重
大
会

で
行
わ
れ
た
第
二
三
回
全

国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競

技
大
会
に
お
い
て
、県
予
選

を
勝
ち
抜
き
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
も
で
き
、大

会
の
開
催
も
無
事
成
功
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

れ
も
ひ
と
え
に
平
成
二
六

年
度
も
の
づ
く
り
支
援
制

度
の
ご
支
援
・ご
協
力
の
賜

と
、心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
は
、高
校
生
ロ
ボ
ッ

ト
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
は
じ
め
全
国
大
会

に
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。卒
業
生
・
先

輩
か
ら
後
輩
への
技
術
の
伝

承
、日
々
の
も
の
づ
く
り
に

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
結
果
に
表
れ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。今
後
は
全

国
大
会
で
勝
ち
抜
く
こ
と

を
目
標
に
、部
員・顧
問
が
一

丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

自 営 ・ 縁 故 等

学
校
教
育

技
術
員

319
264
55
0
37
4
14
0
198
57
6
3
20
7
5
0
41
15
1
1
10
12
37
16
1
13
50
4
8
7
4
5
4
0
3

（22）
（14）
（8）

（5）

（3）

（10）
（4）

（2）
（1）

（2）

（1）

（1）

（2）

（1）

（1）
（1）
（2）
 

定時制近況報告と
　　ご挨拶

着任のご挨拶と
　　近況報告
全日制
　　教頭　伊藤　光司

定時制
　　教頭　細木　健樹

平成27年度卒業生の進路状況

（
平
成
二
八
年
度
教
職
員
の

　
　

異
動
は
次
の
通
り
で
し
た
）

年　　　度

進　
学

産　
　
　

業　
　
　

別　
　
　

分　
　
　

類

地　

域

製　
　
　
　

造　
　
　
　

業

就　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職

分　　　類 合　計

平成27年度

進 路 状 況

求 人 状 況

（注） （　）は女子の内数

定
時
制

定
時
制

メカトロニクス部

386
459
845
601
587
1188

職
員
の
異
動

職
員
の
異
動

機　

械
コ
�
ス

自
動
車
コ
�
ス

機
械
交
通
工
学
科

電　

気
コ
�
ス

建　

築
コ
�
ス

住
シ
ス
テ
ム
工
学
科

平成28年7月13日  発行 第62号 （6）う　　の　　も　　り

平成27年度 部活動成績  

角谷　啓輔
阪倉　慶一
川村　健勝
伊藤　舞樹

川村　正輝
川村　正輝
川村　正輝
横山太偉雅
横山太偉雅
横山太偉雅
小野　平伍
小野　平伍
小屋敷拓也
小屋敷拓也
黒木　麻由
川村　正輝
川村　正輝
川村　正輝
小野　平伍
小野　平伍
小野　平伍
稲沢　拓海
横山太偉雅
堤　　柊太

D2
M2a
A3
J3

M3a
M3a
M3a
S1
S1
S1
M3b
M3b
J3
J3
S3
M3a
M3a
M3a
M3b
M3b
M3b
M2b
S1
S3

優勝
優勝
優勝
準優勝
準優勝
準優勝
優勝
優勝
優勝
準優勝
第６位
優勝
優勝
優勝
優勝
準優勝
優勝
出場
優勝
出場

男子4×100ｍリレー

男子200ｍ

空手道（全国高校総体）

男子 +105kg級 C&J
男子 +105kg級 S
男子 +105kg級 T
男子 +105kg級 C&J
男子 +105kg級 S
男子 +105kg級 T
男子62kg級 C&J
男子62kg級 T
男子56kg級 C&J
男子56kg級 T
女子69kg級 T

男子 +105kg級 C&J
男子 +105kg級 S
男子 +105kg級 T
男子62kg級 C&J
男子62kg級 S
男子62kg級 T
男子53kg級 T
男子105ｋｇ超級
男子個人形

陸上競技
（全国高校総体）

ジュニアオリンピックカップ
第31回ジュニア陸上選手権

クラブ名
バスケットボール
ハンドボール
テニス

ウエイトリフティング

種目等
男子
男子

男子団体
男子総合

成  績
出場
出場
第３位
優勝

平成27年度全国高校総合体育大会

クラブ名
サッカー部

種 目
団体戦

大会名
全国高等学校定時制通信制サッカー大会

成  績
2回戦出場

●全国大会〈団体の部〉

クラブ名 種目等 成  績
出場
出場

〈全国大会〉

クラブ名 種目等 成  績 科・学年 名　前

種目等 成  績 科・学年 名　前

〈平成27年度全国大会団体の部〉

クラブ名

ソフトテニス部

大会名

 

種 目

ダブルス

成  績

１回戦出場

科
Ｚ4
Ｚ2

名　前
村山　義樹
伊東　　優

●全国大会〈個人の部〉

〈平成27年度全国大会個人の部〉

平成27年度全国選抜大会

平成27年度全国高校ロボット競技大会
第11回高校生ロボットアメリカンフットボール全国大会

クラブ名
テニス

ハンドボール
ソフトボール
バスケットボール

種目等
男子団体
男子
男子
男子

成  績
出場
出場
出場
出場

ウエイトリフティング
（全国高校総体）

ウエイトリフティング
（選抜大会）

女子ウエイトリフティング選手権

ウエイトリフティング
（第70回国民体育大会）

運動部

文化部

各科教育活動

全国高等学校定時制通信制
ソフトテニス大会

準優勝

第４位 J3 伊藤　舞樹

メカトロニクス部、機械科
メカトロニクス部

大会名
〈全国大会〉

自動車整備部門

フライス盤職種

第１５回高校生ものづくり
コンテスト全国大会

第１０回若年者
ものづくり競技大会
第３回全国高校生コマ大会

出場 J3 田村　美結

第３位 M2a

第３位 機械科

伊藤　高史
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